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Oxyhalides with M2O2 fluorite layer have recently emerged as promising visible-light 

responsive photocatalyst due to their excellent stability and narrow band gap, which is 
attributed to their unique valence band structure mainly composed of unusually high O 2p 
orbitals. Here, we will present the crystal structure of Bi12O17Cl2 with sextuple Bi–O layer and 
its topochemical fluorination. 
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ここ 5 年間ほどの間に、M2O2 (M = Bi, Pb 等)で表されるダブル蛍石層（n = 2）を骨

格とする層状酸ビスマス酸ハロゲン化物が、安定かつ高効率な光触媒として注目を集

めている[1]。最近我々は、トリプル蛍石層 Bi2MO4 (n = 3)において、ダブル蛍石層（n 
= 2）では困難であった大幅な伝導体制御が可能となることを見出した[2]。これは、

蛍石層の厚み n に着目した物質開発の有効性を示しているが、蛍石層の厚みとしては

n = 3 が最大であり、蛍石層のバリエーションは限られていた。 
本研究では、構造が未解明であった酸塩化物光触媒 Bi12O17Cl2 に着目し、本物質の

結晶構造を明らかにした。本物質は、図に示したような n = 6 の Bi–O ブロックを有

する層状構造を有しており、波のような変調構造

を有していることが明らかとなった。さらに、この

構造の知見を元に、トポケミカルフッ化反応に成

功し、有機物分解に対する光触媒活性の向上を達

成した。 
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フッ素化反応

図. Bi12O17Cl2のビスマス酸素層とフッ化よる構造変化
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